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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入出力回路の組み込まれる基板を備え、フロントパネル及び外装カバーに覆われた入出
力回路ユニットにおいて、該フロントパネルには複数の入力端子挿入口が設けられており
、該複数の入力端子挿入口の奥に、該基板に接続される複数の入出力端子金具を有し、該
入出力端子金具の外筒に、該外装カバーと係合する係止リブが設けられていると共に、該
複数の入出力端子金具のうちの少なくとも二つの該入出力端子金具の外筒が連結リブによ
り連結されていて、
　該フロントパネルと該外筒と該係止リブと該連結リブとが一体化していることを特徴と
する測定機器の入出力回路ユニット。
【請求項２】
　前記フロントパネルと前記外筒と前記係止リブと前記連結リブとがプラスチックで一体
に形成されたものであることを特徴とする請求項１に記載の測定機器の入出力回路ユニッ
ト。
【請求項３】
　該外装カバーが上面カバーと下面カバーとで構成され、該入出力端子金具の外筒に設け
られた二つのリブが上面カバーと下面カバーとに夫々係合していることを特徴とする請求
項１に記載の測定機器の入出力回路ユニット。
【請求項４】
　請求項１、２、または３に記載の入出力回路ユニットを備えたことを特徴とする測定機
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器。
【請求項５】
　該測定機器が測定波形記録装置であることを特徴とする請求項４に記載の測定機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定機器の本体に挿入され、本体側の電気回路と電気的な連結がなされる入
出力回路ユニットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　各種測定機器の本体には、本体に挿入されて、本体側の電気回路と電気的な連結がなさ
れる入力回路を備えた入力回路ユニットが広く用いられている。入力回路ユニットは、着
脱可能である。したがって、入力信号の種類に応じた入力回路ユニットの選択ができる。
【０００３】
　従来の入力回路ユニットは、図４に示すように、フロントパネル５に入力端子挿入口を
備えており、入力端子挿入口内に端子金具４を備えている。入力回路ユニット内部におい
て、端子金具４は外筒３に覆われ、先端で基板７と固定されている。複数ある外筒３は、
それぞれの一端がフロントパネル５と一体化している。
【０００４】
　このような構造では、入力端子の抜き差し等で入力端子挿入口をこじった際に、入外筒
が不安定なため、端子金具４は上下左右にぶれやすい。そのため、こじった際の応力が固
定された端子金具４の先端やネジ１７に集中し、ネジや基板が破損する原因となる。
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－５１１８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前記の課題を解決するためになされたもので、入出力端子金具と入出力回路を
備えた基板とそれらを覆う外装カバーとが確りと固定された測定機器の入出力回路ユニッ
トを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の目的を達成するためになされた、特許請求の範囲の請求項１に記載された測定機
器の入出力回路ユニットは、入出力回路の組み込まれる基板を備え、フロントパネル及び
外装カバーに覆われた入出力回路ユニットにおいて、該フロントパネルには複数の入力端
子挿入口が設けられており、該複数の入力端子挿入口の奥に、該基板に接続される複数の
入出力端子金具を有し、該入出力端子金具の外筒に、該外装カバーと係合する係止リブが
設けられていると共に、該複数の入出力端子金具のうちの少なくとも二つの該入出力端子
金具の外筒が連結リブにより連結されていて、該フロントパネルと該外筒と該係止リブと
該連結リブとが一体化していることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載された測定機器の入出力回路ユニットは、請求項１に記載されたもので
、前記フロントパネルと前記外筒と前記係止リブと前記連結リブとがプラスチックで一体
に形成されたものであることを特徴とする。
【０００９】
　請求項３に記載された測定機器の入出力回路ユニットは、請求項１に記載されたもので
、該外装カバーが上面カバーと下面カバーとで構成され、該入出力端子金具の外筒に設け
られた二つのリブが上面カバーと下面カバーとに夫々係合していることを特徴とする。
【００１０】
　請求項４に記載された測定機器は、請求項１、２、または３に記載の入出力回路ユニッ



(3) JP 4989959 B2 2012.8.1

10

20

30

40

50

トを備えたことを特徴とする。
【００１１】
　請求項５に記載された測定機器は、請求項４に記載されたもので、該測定機器が測定波
形記録装置であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の入出力回路ユニットは、入出力端子金具を覆う外筒に備えられた２種類のリブ
によって、入出力端子金具と入出力回路を備えた基板とそれらを覆う外装カバーとが確実
に固定されているので、入出力端子の抜き差し等で無理に入出力端子挿入口をこじっても
、安定していて、壊れにくい。
【発明を実施するための好ましい形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための好ましい形態を詳細に説明するが、本発明の範囲はこれ
らの実施形態に限定されるものではない。
【００１４】
　本発明を適用する一実施形態の入力回路ユニット内部の斜視図を図１に示してある。入
力回路ユニットは、フロントパネル５、基板７、上面カバー１５及び下面カバー１６（図
２参照）を備えている。絶縁性のフロントパネル５は、入力端子挿入口９及びつまみ６を
備えている（図３参照）。また、フロントパネル５は、絶縁性の外筒３を一体化して有し
ている。
【００１５】
　入力端子挿入口９の奥には、入力端子金具４が備えられている（図２参照）。入力回路
ユニット内部では、端子金具４がその先端を残して外筒３に覆われている。端子金具４は
、その先端で基板７にネジ１７で固定されており、基板７上の入力回路（不図示）と接続
されている。また、入力回路は、同じく基板７上に備えられたコネクタと接続されている
。
【００１６】
　互いに隣り合った外筒３ａと３ｂ、外筒３ｃと３ｄとの間にはそれぞれ絶縁性の連結リ
ブ１が架け渡され、固定されている。また、外筒３ａ・３ｂ・３ｃ・３ｄの上下には、そ
れぞれ絶縁性の係止リブ２が備えられている。
【００１７】
　この入力回路ユニットの要部の一部断面図を、図２に示す。入力回路ユニットは、外筒
３及び基板７が、上下を絶縁性の上面カバー１５及び下面カバー１６で覆われている。外
筒３の上下に備えられた係止リブ２は、それぞれ上面カバー１５及び下面カバー１６と係
合している。
【００１８】
　この入力回路ユニットは以下のようにして使用される。図３に示すように、つまみ６を
つまんで入力回路ユニット１２を測定波形記録装置１１の内部に挿入する。フロントパネ
ル５の両端に備えられたネジ１０で、入力回路ユニット１２を測定波形記録装置１１に止
める。尚、測定波形記録装置１１は、測定データ表示用のモニター１３を備え、また記録
紙１３に測定データを記録できるようになっている。
【００１９】
　次いで図２の鎖線に示すように、測定対象に接触させるためのプローブ（図示省略）に
繋がるリード線２０のプラグ１８を入力端子挿入口９に挿入し、プラグ１８と端子金具４
とを接続する（図２参照）。プラグを挿入する際に、端子金具が左右方向にこじられた場
合、図１に示すように、外筒３ａと３ｂ、外筒３ｃと３ｄとの間が連結リブ１で連結され
ているため、端子金具４はぶらつかない。左右方向の力は、連結リブ１に伝えられる。し
たがって、基板７に固定された端子金具４の先端に対する応力は軽減される。
【００２０】
　端子金具が上下方向にこじられた場合、図２に示すように、外筒３の係止リブ２と上面
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カバー１５及び下面カバー１６とが係合しているので、端子金具４はぶらつかない。上下
方向の力は、係止リブ２を介して上面カバー１５又は下面カバー１６の面に伝えられる。
したがって、基板７に固定された端子金具４の先端に対する応力は軽減される。
【００２１】
　測定後、入力端子挿入口９からプラグを引き抜く際、入力回路ユニットは端子金具４、
基板７、上面カバー１５及び下面カバー１６が確りと固定されているので、プラグが上下
左右方向にこじられた場合であっても、挿入の際と同様に、端子金具４がぶらつかない。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明を適用する入力回路ユニットは、フロントパネルと外筒と二種類のリブとが一体
のプラスチックとして加工の段階で作られる。そのため、特別な装置等を必要とせず、従
来どおりのコストを維持できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明を適用する測定機器の入力回路ユニットの実施例を示す斜視図である。
【図２】本発明を適用する測定機器の入力回路ユニットの上記実施例の要部を示す断面図
である。
【図３】上記入力回路ユニットを測定機器に装着する状態を示す斜視図である。
【図４】従来の測定機器の入力回路ユニットを示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２４】
　１は連結リブ、２は係止リブ、３ａ・３ｂ・３ｃ・３ｄは外筒、４は端子金具、５はフ
ロントパネル、６はつまみ、７は基板、８はコネクタ、９は入力端子挿入口、１０はネジ
、１１は測定波形記録装置、１２は入力回路ユニット、１３はモニター、１４は記録紙、
１５は上面カバー、１６は下面カバー、１７はネジ、１８はプラグ、２０はプローブリー
ド線である。
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